
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 令和４年度 計

円 円

事業費 40,920,000 40,920,000

交付金額 40,000,000 40,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　老朽化に伴う重大な故障等が発生する前に、「非常備消防車両更新基本
計画」に基づき、消防ポンプ自動車の更新ができたことから、市内全域の
消防力の低下を回避し、かつ、災害対応能力が維持されたことで、市民が
安心して生活できる環境が整備された。
　車体へ特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨記載するととも
に、納車後の貸与式において、各自治会、分団関係者及び地元住民等に対
し、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業を活用し、当該車両を更新した
旨を周知した。

　無

事業費及び交付金額

　浜松飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動車）整
備事業

　浜松市長

　浜松市中区（第６分団）及び南区（第２７分団）

　総務省の定める消防力の整備指針に基づく浜松市の消防自動車充足率は
現在１００％で、市内全域をカバーできている。
　しかし、消防自動車は常に緊急出動及び多様な災害に即時対応できるよ
う、車両の整備が常に求められている。
　このことから、老朽化等が著しい消防車両を計画的に更新することによ
り、消防力の低下を防ぎ、災害対応能力を維持することで、市民が安心し
て生活できる環境を整備することができる。

　消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）　２台

　令和４年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

27年度 3年度 4年度 計

円 円 円 円

事業費 2,970,000 10,975,800 25,287,900 39,233,700

交付金額 2,700,000 10,442,000 24,000,000 37,142,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

  当該生活道路を使用する住民の代表である地元自治会長に対するアンケート調
査の結果、側溝蓋の新設などを行ったことにより利便性、安全性の向上が図られ
たとの回答であった。側溝に蓋をかけることにより、車両がすれ違いを行うこと
ができるようになり、目標であった歩行者の安全が確保されたといえる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金による実施を回覧文等への掲載により
周知し、自治会長より回覧文により事実を知った旨の回答があった。

  今後も浜松基地周辺の地域住民の理解を得ながら、住環境安定のため事
業を実施する。

　無

事 業費 及び 交 付 金 額

　浜松飛行場関連公共用施設（交通施設：湖東１１８号線）整備事業

　浜松市長

　浜松市西区湖東町地内

  浜松市では生活道路の安全対策や住民からの要望を受けた身近な道路の
維持管理対策に取り組んでいる。浜松飛行場の周辺自治会から、側溝に蓋
がかかっておらず歩行者が安全に歩行できないと要望があった。
 このため、側溝等の改良工事を実施し、地元住民の要望に応えることを
目標とする。

　道路改良舗装工事　Ｌ＝300ｍ　Ｗ＝4.5ｍ

　平成27年度から令和4年度まで(平成28年度から令和2年度までを除く）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

４年度 計

円 円 円

事業費 6,248,000 6,248,000

交付金額 4,552,000 4,552,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　教職員に対するアンケート調査の結果、空調が設備されたことにより、
利便性・安全性の向上が図られ、安心して学習に専念できる環境となった
ことが確認できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金による実施を学校だよりや各学
校のホームページへの掲載により周知した。

　今後も浜松基地周辺の地域住民の理解を得ながら、住環境安定のため事
業を実施する。

　無

事 業費 及び 交 付 金 額

浜松飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小学校空調機設備）整備事業

浜松市長

浜松市中区住吉一丁目地内、浜松市中区鴨江町地内、浜松市東区豊西町地内

　城北小学校、西小学校及び豊西小学校については、令和５年度より発達
支援学級もしくは普通学級を新設する計画となっているが、新設予定の教
室には空調設備がなく、学習に専念できる環境にない。
　そのため、空調設備の設置工事を行うことにより良質な教育を実施でき
る環境を整備する。

　改修工事　一式

　令和４年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

４年度 計

円 円 円

事業費 3,883,000 3,883,000

交付金額 2,965,000 2,965,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　教職員に対するアンケート調査の結果、教室が改修されたことにより、
利便性・安全性の向上が図られ、良質な教育を実施できる環境となったこ
とが確認できる。
  また、特定防衛施設周辺整備調整交付金による実施を各学校のホーム
ページへの掲載により周知した。

　今後も浜松基地周辺の地域住民の理解を得ながら、住環境安定のため事
業を実施する。

　無

事 業費 及び 交 付 金 額

浜松飛行場関連公共用施設（教育文化施設：中学校改修工事）整備事業

浜松市長

浜松市中区野口町地内、浜松市中区蜆塚二丁目地内

　八幡中学校及び蜆塚中学校については、令和５年度より発達支援学級を
新設する計画となっているが、設備が完備されている空き教室がなく、教
育を実施できる状況にない。
　そのため、新規に教室を整備することにより良質な教育を実施できる環
境を整備する。

　改修工事　一式

　令和４年度



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

 令和４年度 計

円 円

事業費 2,640,000 2,640,000

交付金額 2,500,000 2,500,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

消防ポンプ自動車装備品（流量計）　２台分

　令和４年度

事業費及び交付金額

　消防ポンプ自動車に装備品（流量計）を取り付けることができたことか
ら、隊員への危害防止及び市民が安心して生活できる環境が整備された。
　納車後の貸与式において、各自治会、分団関係者及び地元住民等に対
し、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業を活用し、当該装備及び車両を
更新した旨を周知した。

　無

　消防ポンプ車を使用する際、使用放水量や筒先圧力を即座に把握できる
流量計（積算流量計）は、浜松市の消防力を維持するためにも必要な資機
材である。
　また、流量計を取り付けることにより、現場の安全管理上においても、
隊員の命を守ることができ、市民の生命、財産を守るための効率的な活動
も可能となる。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

　浜松飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：消防ポンプ自動車装備
品）整備事業

　浜松市長

　浜松市中区（第６分団）及び南区（第２７分団）



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

30年度 元年度 3年度 計

円 円 円 円

事業費 8,100,000 19,175,200 31,478,700 58,753,900

交付金額 7,600,000 14,302,000 28,590,000 50,492,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

  当該生活道路を使用する住民の代表である地元自治会長に対するアンケー
ト調査の結果、側溝蓋の新設などを行ったことにより利便性、安全性の向上
が図られたとの回答であった。このことから、目標としていた通学路及び住
民の歩行者用通路が確保されたことが確認できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金による実施を回覧文及び工事看板
への掲載により周知していたが、パンフレットや実施した工事の一覧表によ
り周知してほしいという意見があった。

  今後も浜松基地周辺の地域住民の理解を得ながら、住環境安定のため事業
を実施する。

　無

事 業 費 及 び交 付 金 額

　浜松飛行場関連公共用施設（交通施設：富塚４５号線外２線）整備事業

　浜松市長

　浜松市中区富塚町地内

 浜松市では生活道路の安全対策や住民から要望を受けた身近な道路の維持
管理対策に取り組んでいる。地元自治会から、道幅が狭く側溝が一部破損し
ている状態であるため、当該道路の歩行者の一層の安全を確保してほしいと
の要望書を受領した。また、路面排水の状況が悪く、水溜りができるため通
行に支障が生じている等の事例も発生している。
 このため、市が要望を受けた路線の中から当該路線を選定し、本工事を実
施することで地元住民の要望に応えることを目標とする。

　道路改良舗装工事　Ｌ＝426ｍ　Ｗ＝4.0～6.6 ｍ

　平成30年度から令和3年度まで（令和2年度を除く）


